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第　 1　問

曲線 y = x− 1
x
（x > 0）と直線 y = 2で囲まれた領域の面積 S を求めよ。
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第　 2　問

行列 A =

(
a −b

b a

)
で定まる座標平面上の 1次変換を f とする。ただし，a，bは実数

とする。このとき，以下の問いに答えよ。

(1) 原点 Oとは異なる点 P (x, y)を f で移した点を Qとする。このとき，長さの比の
値 OQ

OP
は Pによらないことを示し，その値を a，bを用いて表せ。

(2) 正の整数 nに対して，An =

(
pn qn

rn sn

)
とするとき，

p2n + r2n = (a2 + b2)n, q2n + s2n = (a2 + b2)n

が成り立つことを示せ。

(3) 1092 = l2 +m2 を満たす正の整数 l，mを一組求めよ。
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第　 3　問

xy 平面上の 2点 P1 (x1, y1)，P2 (x2, y2)に対して，d(P1, P2)を

d(P1, P2) = x1 − x2 + y1 − y2

で定義する。いま点 A(3, 0)と点 B (−3, 0)に対して，

d(Q, A) = 2 d(Q, B)

を満たす点 Qからなる図形を T とする。このとき，以下の問いに答えよ。

(1) 点 (a, b)が T 上にあれば，点 (a, −b)も T 上にあることを示せ。

(2) T で囲まれる領域の面積を求めよ。

(3) 点 C の座標を (13, 8) とする。点 D が T 上を動くとき，d(D, C) の最小値を求
めよ。
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第　 4　問

xy 平面において，点 (1, 2)を通る傾き tの直線を lとする。また，lに垂直で原点を通
る直線と lとの交点を Pとする。このとき，以下の問いに答えよ。

(1) 点 Pの座標を tを用いて表せ。

(2) 点 P の軌跡が 2 次曲線 2x2 − ay = 0 と 3 点のみを共有するような a の値を求め
よ。また，そのとき 3つの共有点の座標を求めよ。ただし a \= 0とする。
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